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茗溪オープン2023のご案内

春光の折、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申しげます。この春で設立 3

年目を迎えます茗溪学園アカデミアクラスでは、「人生の基盤となる学びの獲得」という理念の実
現に向け、自発的・自立的に学ぶ姿勢をきちんと鍛錬し、習得させることを一義的な教育目標とし
て日々研鑽して参りました。そして、その過程の中で、東京大学などが入試を介して発信している
≪高等教育で期待される能力≫、すなわち、

論理的な読解力・判断力・推論力・表現力のような総合的研究能力の基盤となる力を、
限られた試験時間の中で発揮する実践的な実力

を形成することを目指し、この度、全く新しい形の実力判定試験を「茗溪オープン」の名で実施す
ることにいたしました。中学生から高校生に限らず、上で述べたような実力を図るという目的であ
れば、大学生・大学院生はもちろんのこと、教育関係者の皆様、保護者の皆様をはじめ、社会人の
皆様までが受験可能な試験となっておりますので、下記の詳細をご参照の上、是非とも奮ってご参
加ください。

1 茗溪オープンの出題方針
1．東京大学をはじめとする一流の難関大学の入試で求められる「論理的/抽象的な文章の総合的
な読解力」「論理的・分析的な思考力」「試行錯誤的な総合的・創造的思考力」を問うような問
題、つまり、解法の発想の捻出が必要となる≪見掛けがやや難しい問題≫を学年の違いを考慮
して（≒中 1生で解ける者もいれば，高 3生でも解けない者も存在する）出題する。

2．初歩的な知識の有無を問うだけの、言い換えると、授業や学校を離れたら意味を失うような、
論理的な発展可能性の貧弱な問題は出題しない。一方で、これまでの学習で身についているこ
とが望ましい「理論的な基礎」を厳しく判定するために、記述形式はもちろんのこと、選択形
式であっても医師国家試験における「地雷問題」のような採点をすることで、学習者の到達段
階に対して多様なフィードバックを可能にする。

3．理論的な理解の有無は別にして、通常は「優秀」と評価される学習者に期待される各教科の基
本的な学習知識の達成度を判定するための問題も，技術的な問題として出題する

2 「オープン」の三つの意味
1. 学校の枠を超え，子供から大人までの誰もが受験することができる（受験者の Openness）

2. 全教科が教科の壁を打ち破り、共通の出題趣旨で作問する．（教科の Openness）

3. 一流大学の進学に求められる多様な観点の評価を可能にする出題の豊かさ（出題のOpenness）

1



3 試験科目と出題範囲
出題方針にあるように，単なる知識の有無が極端に影響するような出題にはなっておりません

が，受験科目の選択の目安として出題の題材となる内容を下記に示します。
科目 出題の題材 時間 配点
国語　 論説文，小説・随筆，詩　　　 90分 100点
数学 A 正負の数，文字式，1次方程式・連立方程式，比例と反比例 100分 100点
数学 B 数学 Aの範囲，平方根・二次方程式，図形と合同，三平方の定理　 100分 100点
英語 A 文法・語法，英作文（整序含む），自由英作文，長文読解 80分 100点
英語 B 文法・語法，英作文（整序含む），自由英作文，長文読解 80分 100点
理科 生物・化学・地学・物理 50分 (2分野) 50点

から 2分野あるいは 4分野受験 100分 (4分野) 100点
社会　 地理・歴史 60分 100点

※ 1 英語Aは公立中学 1年生程度，英語Bは公立中学 2年生程度の学習内容を前提としています．

※ 2 英語 Aおよび英語 Bは紙の辞書の持ち込みが可能です．

※ 3 理科と社会については中学生 1年生～2年生程度の学習内容をもとにしています．

4 申し込み方法および実施要項
1．申し込み期間および受験時間：2023 年 4 月 1 日～2023 年 5 月 29 日

2．申し込み方法：下記のURLまたはQRコードよりお申込みください．お申込みの際にはE-mail

addressが必要となります．
申し込み URL：https://forms.gle/fQP98HvhLSturyTLA

3．受験方法：ご登録いただいた E-mail addressに，試験問題と解答用紙および答案提出用のリ
ンクをお送りしますので，ダウンロードおよび印刷していただき，表紙の注意事項にしたがっ
て受験していただいた上で，答案の pdfスキャンデータあるいは画像データを答案提出用のリ
ンクにご提出ください．

4．答案および成績表の返却：5月末から 6月上旬を目安に，採点した答案と成績表をご登録いた
だいたメールアドレスにお送りします．その際に，あわせて解説および講評・採点基準のデー
タを添付させていただきます．
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5 Sample問題
1で述べた「見掛けがやや難しい問題」「地雷問題」「技術的問題」について，数学を例として以
下に Sample問題を提示いたします。
「見掛けがやや難しい問題」の Sample（数学A）� �
次の各問に答えよ．

(1) xの 1次方程式 3x = 4.1において，右辺の定数 4.1は小数第二位を四捨五入した値である
という．このとき，xの真の値はどのような範囲にあるか．

(2) xの 1次方程式 3x = 4.1 において，右辺の定数 4.1は小数第二位以下を切り捨てた値で
あるという．このとき，xの真の値はどのような範囲にあるか．� �

「見掛けがやや難しい問題」の Sample（数学B）� �
二つの変数 x，yについて， 1

x
− 1

y
が x − yに反比例するとき，(x + y)2 は x2 + y2 に比例す

ることを証明せよ．� �
「地雷問題」の Sample（数学A）� �
0でない四つ数 a，b，A，B があり，このうち，aと Aは同符号， bと B は同符号であるとい
う．次の中から，つねに正しいといえるものをすべて選べ．

(1) abは正である． (3) aAは正である． (5) aAと bB は同符号である．
(2) AB は正である． (4) abと AB は同符号である． (6) aB と Abは同符号である．� �
「地雷問題」の Sample（数学B）� �
次の中から，つねに正しいといえるものをすべて選べ．

(1) aが正の整数のとき，√aは無理数である．

(2) aが無理数，bが正の有理数のとき，ab

は無理数である．

(3) aが無理数のとき，a2 は有理数である．

(4) a が正の無理数のとき，√
a も無理数で

ある．� �
「技術的な問題」の Sample（数学A/B共通問題）� �

x，y，zの連立方程式



1

y + z
+

2

z + x
− 1

x+ y
= 6

2

y + z
+

1

z + x
+

1

x+ y
= 3

1

y + z
− 3

z + x
+

2

x+ y
= −7

の解を求めよ．

� �
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「見掛けがやや難しい問題」の Sample

A xの 1次方程式 3x = 4.1において，右辺の定数 4.1は小数第二位以下を切り捨てた値である
という．このとき，xの真の値はどのような範囲にあるか．

B 二つの変数 x，yについて，1

x
− 1

y
が x− yに反比例するとき，(x+ y)2は x2 + y2に比例す

ることを証明せよ．

「地雷問題」の Sample

A 0でない四つ数 a，b，A，Bがあり，aとAは同符号，
bとBは同符号である．次の中でつねに正しいものをす
べて選べ．

(1) abは正である．

(2) AB は正である．

(3) aAは正である．

(4) abと AB は同符号である

(5) aAと bB は同符号である．

(6) aB と Abは同符号である．

B 次の中から，つねに正しいといえる
ものをすべて選べ．

(1) aが正の整数のとき，√aは無理数で
ある．

(2) aが無理数，bが正の有理数のとき，
abは無理数である．

(3) aが無理数のとき，a2は有理数であ
る．

(4) aが正の無理数のとき，√aも無理数
である．

「技術的な問題」の Sample

x，y，zの連立方程式



1

y + z
+

2

z + x
− 1

x+ y
= 6

2

y + z
+

1

z + x
+

1

x+ y
= 3

1

y + z
− 3

z + x
+

2

x+ y
= −7

の解を求めよ．
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